
氏名 松原　達昭

よみ まつばら　たつあき

英字 MATSUBARA  Tatsuaki

職位 特任教授、大学院研究科長

最終学歴 名古屋大学医学部医学科

学位 医学博士

専門分野 内科学、循環器学、糖尿病学

研究テーマ 心血管疾患とメタボリックシンドローム、生活習慣病のゲノム/エピゲノム情報、動脈硬化と炎症

〈著書〉

1.松原達昭：総説．松原達昭編集．「循環器病への挑戦」シリーズ25 メタボリックシンドロームと
心血管病．ライフメディコム，11-30, 2006.

2.松原達昭：感染性心内膜炎．千葉俊美、山田浩之編集．歯科医師のための内科学．医歯薬出版，
114-119, 2021.

3.Matsubara T：8 Cardiovascjlar Diseases, 4 Infective Endocardtitis. Chiba T, Yamada H
eds. Internal Medicine for Dental Treatments. Springer, 130-136, 2023.
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キスト健康科学改訂第3版．南江堂，43-51，2024.

5. 松原達昭：乳幼児・小児の健康．からだの健康①―妊娠・出産の過程と胎児の発育．話題2－母子
健康手帳．佐藤祐造監修，柴田英治、松原達昭、八谷寛編集．テキスト健康科学改訂第3版．南江
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プロフィール
複数の一般病院において臨床研鑽を積んだ後、名古屋大学大学院医学系研究科内科学講座（循環器内
科）助教授、愛知学院大学歯学部内科学講座教授として、教育、研究、診療に携わり、2021年4月よ
り現職。

所属学会・役職
日本内科学会（認定内科医）、日本循環器学会（循環器専門医）、日本糖尿病学会（糖尿病専門医）、日本高
血圧学会（高血圧専門医）、日本脈管学会（特別会員）、日本心臓病学会（特別正会員）
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育・研究及び

社会的活動及び業績
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〈研究代表者として獲得した科学研究費〉

1. 基盤研究（C）メタボリックシンドロームに及ぼす歯周病の影響についての総合的研究（2006-
2007）

2. 基盤研究（C）歯周病がメタボリックシンドロームに及ぼす直接作用の解析（2010-2012）

3. 基盤研究（B）地域住民を対象としたエピゲノム疫学基盤の構築（2013-2016）

4. 基盤研究（C）生活習慣病におけるゲノム/エピゲノム情報の前向きコホート研究による検証
（2020-2025）

〈社会的活動〉

・一般社団法人 健康評価施設査定機構 理事

・特定非営利活動法人 日本医学歯学情報機構 顧問

・株式会社 Mizkan Holdings 「ヒト試験審査部会」部会員

・たんぽぽ薬局株式会社倫理審査委員会 副委員長


